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教育実習 ②

2021年度以前入学生へ（学籍番号の上位４桁が「1170～」「1180～」「1190～」「1200～」「1210～」
で始まる学生）

（１）「教育方法と情報通信技術」は、2020年度・2021年度入学生カリキュラム「教育方法論」の読替科目で
す。

35必修

教育実習事前事後指導 ① 必修 32



〔科目名〕

教職概論

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

教職課程（必修科目）

〔担当者〕

西村 吉弘

〔オフィス・アワー〕

時間：初回の講義で連絡する。

場所：同上。

〔授業の方法〕

講義及び演習

〔科目の概要〕

基本的な教職の理念、歴史、制度、実態など多面的な視点から学び、教職に対する理解を構造的に捉えることや、

自己の教師としての自覚を深めることを目的とする。

児童生徒として見てきた教師像の形成に終始することなく、教師に課される職務を取り巻く構成や獲得すべき技術、更

に刻々と変化する社会からの要請等、多面的に教職を捉えることによって、教師の全体像を掴むことが重要である。

本授業では、現代の日本の教師に求められる能力や職務の実態を学ぶことにより、その重要性や課題、問題点を総

合的に理解することを試みる。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本授業は、教職を学ぶ上で入り口になる科目である。社会情勢の中で、学校の存在や教師の役割は時代と共に変化し

ており、これらを踏まえ教師になるうえでの素養を身に着けることが必要となる。よって、多面的な視点から教職に対する

理解を深めることで、教育者としての資質能力の向上を目指すものである。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

本授業では、学校の教師という職業の実態を理解し、自身が目指す教師像と、そこへ至るために必要な力量形成

について、具体的に考えることができることを目指す。そのため、以下の到達目標を設定する。

1 職務内容や使命、意義を理解する。

2 社会的な背景を踏まえ、日本の教師の特性と課題を理解する。

3 めざす教師像を自らアウトプットすることができ、また、そのための力量形成を追究することができる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

特筆すべきものがあった場合、コメントをする。尚、学生との対話は歓迎する。

〔教科書〕

久保富三夫・砂田信夫編著『教職論』ミネルヴァ書房(2019)

〔指定図書〕

必要に応じて、授業中に案内する。

〔参考書〕

岩田康之・ 高野和子編著『 教職論』 学文社(2017)

〔前提科目〕

なし。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

基本的に、期末試験とレポートで判断する。尚、授業態度や授業時に指示する課題の取り組み方が芳しくない場合、

期末試験・レポートの合計点から減点することがある。

提出されたレポートの結果や傾向については、授業内で解説を行う。

〔評価の基準及びスケール〕

評価基準の割合：期末試験80 点、レポート15 点。平常点５点。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

予習、復習を丁寧に行うこと。特に、復習に時間を割き、知識を体系的に捉えられるようにしておく こと。

〔実務経歴〕

該当なし。

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： 教育学と教職論

内 容： 教育学と教職論の関係における構造を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

（ 様式１）
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第2 回 テーマ（何を学ぶか）：教育実践を支える教育法規

内 容：日本国憲法や教育基本法などの、学校教育の基本法制を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第3 回 テーマ（何を学ぶか）：教員養成・採用・研修の一体化

内 容：教員養成における採用や研修、力量形成について一体的に学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第4 回 テーマ（何を学ぶか）：チームとしての学校

内 容：中教審答申に見られる「チームとしての学校」の背景や、専門スタッフとの連携を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第5 回 テーマ（何を学ぶか）：児童虐待問題と学校・教職員の役割

内 容：児童虐待を捉える視点や、対峙する際の教員の利点と役割を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第6 回 テーマ（何を学ぶか）：学校と学童保育・放課後子ども教室との連携

内 容：放課後子どもプランの成立や、放課後の学校化問題を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第7 回 テーマ（何を学ぶか）：いじめ問題への対応

内 容：いじめの定義、捉える視点、構造、問題発生時の対応を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第8 回 テーマ（何を学ぶか）：安全・安心の学校づくり

内 容：学校事故と教師の責任、学校の危機管理を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第9 回 テーマ（何を学ぶか）：省察

内 容：第８回までの授業をふり返り、教職とは何かについて再構成する。

教科書・指定図書 『教職論』

第10 回 テーマ（何を学ぶか）：日本の教師の役割と特性

内 容：学校の変化と教師の専門性の変容を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第11 回 テーマ（何を学ぶか）：教師の職能成長

内 容：教員に要請される能力の変遷と、研修、地域との協働を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第12 回 テーマ（何を学ぶか）：教職への学びー教員養成の学び全体から考える

内 容：教職課程の構造、省察と教師の成長、実践の問い直しの重要性を学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第13 回 テーマ（何を学ぶか）：教師の力量形成－学び続ける教師

内 容：教師のキャリア、ノンマニュアルとしての教師について学ぶ。

教科書・指定図書 『教職論』

第14 回 テーマ（何を学ぶか）：：教師の力量形成－反省的実践家としての教師

内 容：省察を通した教師の学びについて、実践事例から検討する。

教科書・指定図書 『教職論』

2



第15 回 テーマ（何を学ぶか）：まとめ

内 容：これまでの学習全体の、まとめやふり返りを行う。

教科書・指定図書 『教職論』

試 験 レポート。
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〔科目名〕

教育心理学

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

教職科目（必修）

〔担当者〕

鈴木郁生

SUZUKI Ikuo

〔オフィス・アワー〕

時間： 授業開始時に明示する

場所： 614 研究室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

教育心理学とは、教育に関わる様々な問題について、心理学的な観点から客観的に検討する学問である。本科目で

は、教育実践の基礎となる教育心理学の理論や知識について幅広く学んでいく。具体的には、発達、学習に関連する教

育心理学の基礎領域について学ぶ。発達領域では、乳幼児から青年期までの心身の発達について、学習領域では人

間の記憶や認知などの学習過程の基礎及び教授法について学ぶ。この授業を通して教育心理学の様々な内容に触

れ、その知識を教育実践の場で効果的に役立てられるようになることを期待する。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本科目は教育職員免許法に定められた「教育の基礎的理解に関する科目」であり、「幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程」の事項に関わる科目である。教員免許取得のための必修科目として定められている。

教育実践の場に立つためには、ただ教える教科の内容や技術だけを学ぶだけでは不十分である。そこで本科目にお

いて、その実践の支えとなるような理論、根拠となる知識について学ぶ。例えば、幼児・児童または生徒と向き合うために

は、その年代の子どもの心身の発達についての知識が役に立つだろう。あるいは記憶や学習過程への理解は、子ども

達の学習を効果的に支援するために必要となる。

このように、本科目で学ぶ内容は、教育の基礎として重要な意味合いを持っている。免許種別にかかわらず、学習に励

んでもらいたい。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について、基礎的な知識を身につけ、各発達段階における心理

的特性を踏まえた学習活動を支える指導の基礎となる考え方を理解する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

授業評価では、概ね肯定的な評価をしてもらっている。また教室環境に、より気を配っていくつもりである。

〔教科書〕

使用しない。

〔指定図書〕

なし。

〔参考書〕

授業時に適宜紹介する。

〔前提科目〕

なし。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

試験を行う。また授業中に適宜課題を課す。

（ 様式１）
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〔評価の基準及びスケール〕

期末試験や課題等により､総合的に評価する。

A：100〜80 点

B： 79〜70 点

C： 69〜60 点

D： 59〜50 点

F： 49〜 0 点

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

教育心理学について、ただ知識として伝えるのではなく、そのような知見が得られた過程についても話していくつもり

である。受講者は、用語や理論をただ暗記するのではなく、その根拠や研究過程についても理解するよう心掛けて欲し

い。また受講者の理解が進むよう、具体的な例を挙げながら授業を進める予定である。受講者も好奇心を持ち、自らの

経験等に照らしながら学習を行ってもらいたい。

〔実務経歴〕

該当なし。

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： オリエンテーション・教育心理学と研究法

内 容： 教育心理学の歴史や領域、研究法について学ぶ。

教科書・指定図書

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： 発達段階と発達課題

内 容： 発達段階や発達課題など、生涯発達に関わる基礎的理論・概念について学ぶ。

教科書・指定図書

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： 感覚知覚および運動に関する発達過程

内 容： 感覚知覚および運動に関する発達過程について学ぶ。

教科書・指定図書

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： 言語および社会性に関する発達過程

内 容： 言語および社会性に関する発達過程について学ぶ。

教科書・指定図書

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： 知的側面にかかわる発達

内 容： 認知、思考に関するピアジェの発達理論の解説。感覚運動期・前操作期・具体的操作期・形式的

操作期それぞれの特徴について概説する。

教科書・指定図書

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： 道徳性の発達

内 容： 道徳性に関する発達心理学の知見について紹介する。

教科書・指定図書

第7 回 テーマ（何を学ぶか）： 青年期の発達的特徴と同一性

内 容： 青年期を取り巻く状況や青年期に生じる発達的特徴を通じ、青年期観を問題とする。

教科書・指定図書

第8 回 テーマ（何を学ぶか）： 学習理論（古典的条件づけ）

内 容： 古典的条件付けを中心に学習理論を紹介する。

教科書・指定図書
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第9 回 テーマ（何を学ぶか）： 学習理論（オペラント条件付け）

内 容： オペラント条件付けをはじめとする学習理論について学ぶ。

教科書・指定図書

第10 回 テーマ（何を学ぶか）： 動機づけ

内 容： 内発的動機づけと外発的動機づけについて学び、その関係についても解説する。

教科書・指定図書

第11 回 テーマ（何を学ぶか）： 認知機能と学習

内 容： 記憶・思考の基本的なメカニズム、および学習に関わる特性について紹介する。

教科書・指定図書

第12 回 テーマ（何を学ぶか）： 学習教授法

内 容： 集中学習・分散学習や受容学習・発見学習など、学習や教授の方法および評価に関する考え方

について学ぶ。

教科書・指定図書

第13 回 テーマ（何を学ぶか）： 集団とその心理的特徴

内 容：集団規範やソシオメトリーなど学習集団に関する基礎的知識を理解する。

教科書・指定図書

第14 回 テーマ（何を学ぶか）： 社会情緒的側面と学習

内 容： 社会情緒的側面と学習について学ぶ。

教科書・指定図書

第15 回 テーマ（何を学ぶか）： 教育心理学の今日的課題

内 容： 教育心理学における今日的な課題について論じる。

教科書・指定図書

試 験
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〔科目名〕

健 康 と ス ポ ー ツ Ⅰ

〔単位数〕

１単位

〔科目区分〕

アカデミック・

コモンベーシックス

〔担当者〕

今村 秀司

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業方法〕

実 技 中 心

〔科目の概要〕

スポーツは心身の発達を促し、人間性を豊かにし健康で文化的な生活を営む上で極めて重要な役割を

果たすものである。生涯にわたってスポーツの楽しさを享受し、健康や体力の維持増進を図っていくために

広い視野からスポーツを選択し、自身の技術向上と基礎体力の充実を目指す。

更に仲間と協力することにより、協調性と責任感を身につけ、心身の健康についても配慮できるよう

にする。

そのために、多くの仲間と相手を変えながらゲームを展開するなど、より充実した活動を実践し、継続して

スポーツ活動ができる能力や方法を身につけさせる。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

スポーツは、人間の身体的・精神的欲求に応え、健康と体力を保持増進し、私達の人生を豊かで充実した

ものにしてくれる世界文化の一つである。 「スポーツ」をすることは、単に趣味としてだけでなく「健康と体力

づくり」、「人づくり」、「仲間づくり」のための手段として価値があり、明るく活力のある社会の形成に大きく寄与

する。ここに開講されるスポーツ実技は、スポーツの文化的側面を深く理解し、運動の合理的な実践を通して、

生涯にわたり健康な生活を営むことができるようになることを目指している。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

受講生の経験・興味・関心・技術に応じて、主体的に各種のスポーツ種目を選択し、基本技術・応用技術

を学びながらゲーム中心に学習する。実践に際しては、正式のルールをベースに、簡易ルールの採用も

可とした攻防のゲームを行いながら、選択種目をさらに深く理解し、個々の技術向上と体力増進を図る。

また、仲間づく りや集団生活における自他の再発見の場として、スポーツ活動の楽しさを体感する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

学生からの要望があればそのつど可能な限り対応して行きたい。これまでも「授業評価」に基づき工夫・改善に

努めてきたが今後も続けていきたい。

〔教科書〕

な し

〔指定図書〕

な し

〔参考書〕

な し

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

選択したスポーツ種目の出席参加状況、グループの一員としての役割分担、服装などの受講態度等を総合的

に判断して評価する。また、スポーツ・体育実技の評価については、原則として次の基準によって行なう。

① 運動の特性の理解度 ② 意欲・公正さ ③ 技術の習得度

・平常評価 １００点

選択したスポーツ種目の出席参加状況、及び、受講態度による評価。運動の特性の理解度、意欲・公正さ、

技術の習得度に対する評価。
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〔評価の基準及びスケール〕

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～５０ Ｆ：４９点以下

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

・スポーツとは本来人間にとって大きな楽しみの一つであるが、基本的なルールや技術を身につけなければ

楽しむレベルに到達することはできない。高校時代に厳しい部活動を経験してきた学生も多いと思われる

が、別の視点にたってスポーツに取り組ませたいと考える。

学生諸君には、積極的に体を動かしよい汗をかくことをおおいに期待したい。

・運動に適した服装とシューズで受講すること。（ワイシャツ、ジーンズ等は認めない。内靴外靴の区別を

する。体育館内では内靴を厳守）

〔授業スケジュール〕

授業の目標を達成するために、実践に必要な施設用具の整ったスポーツ種目（バレーボール・

バスケットボール・ バドミントン・ 卓球） の中から、受講生が主体的に選択したスポーツ種目をゲーム

中心に実践する。

また、準備運動（ アップ）・ 整理運動（ ダウン） の重要性を理解させケガ防止の意識を高める。なお、ゲー

ム中心に実践するので、施設の関係や受講者が少なく チーム編成できない場合は、実施種目を制限すること

がある。

〔実施内容〕

・ スポーツ種目の選択、グルーピング、学習過程・安全についての説明。

・ 各種スポーツ種目の基本技術の知識と練習、採用ルールの確認。

・ 安全に身体運動、スポーツ活動を行うためのウォーミングアップとクーリングダウンを主体的に実践で

きるよう確認。

・ ゲーム分析・戦術などの検討をし、レベルアップした質の高い攻防のゲームを目指す。

・ グループでの役割分担、仲間としての責任感と協力心を培う。

〔実施種目と内容〕

テーマ（何を学ぶか）： バレーボール

内 容： 基本的な技術、ポジショニング等チーム内でゲームを通して学びながら、質の高い攻防のゲームを

目指す。

テーマ（何を学ぶか）： バスケットボール

内 容： 基本的な技術、ディフェンス・オフェンスにかかわる戦術についてチーム内でゲームを通して学びなが

ら、質の高い攻防のゲームを目指す。

テーマ（何を学ぶか）： バドミントン

内 容： 各種ストロークやフットワーク等の基本技術とゲーム展開のための応用技術・戦術を学び、ダブルス・

シングルスのゲームを通して質の高い攻防のゲームを目指す。

テーマ（何を学ぶか）： 卓 球

内 容： 基本的な技術を身に付け、ダブルス・シングルスのゲームを通して応用技術の体得・戦術に工夫

を加え質の高い攻防のゲームを目指す。

〔試験〕・平常評価 １００点

出席状況、及び受講態度による評価。運動の特性の理解度、意欲・公正さ、技術の習得度に対する評価。
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〔科目名〕

教育行政論

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

教職科目（必修）

〔担当者〕

内 海 隆

Uchiumi Takashi

〔オフィス・アワー〕

時間：初回の授業の際に提示する。

場所：５０４研究室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

教育行政（educational administration）とは、国民の教育の実現を保障するためのシステムであり、営みである。この講

義では、学校教育との関係を中心に、教育行政の理念、組織、役割等について講義する。また、わが国の教育行政制

度及び諸外国の教育制度等も概観するとともに、近年のコミュニティスクールなど学校と地域との連携による学校運営

や学校の危機管理等についても取り扱う。

なお、教育行政に関する理解を深めるため、関連する法規を体系的に整理した資料を配付し随時解説も行う。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本科目は、教育法規や教育制度、組織についての基礎となる科目であり、「教育原論」とともに基本となるものであ

る。したがって、この科目を学ぶことにより、今日の教育のしくみや在り方を考えることにつながり、教育上の諸課題を

探求していく姿勢を培うことになる。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

教育についての組織や制度に関する法的視点にたった基本的な理解を深め、それをベースに教育上の課題を自

分なりに考えることによって、教職に関する関心や意欲等のモチベーションを持たせる。

特に、１）近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。

２）文部科学省、教育委員会の組織と運営、及び学校の管理運営に関する法的根拠等を理解する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

教員自身の経験からも法規中心の授業展開だと興味のわかない内容になるので、教育に関する最低限の法令等も

含めて整理したプリント（冊子、資料）等を提供する。

〔教科書〕

使用しない。教員作成のプリント冊子を用いる。

〔指定図書〕

汐見稔幸監修『教育制度を支える教育行政』 (アクティベート教育学５)、 ミネルヴァ書房

〔参考書〕

安達和志著『教育と教育行政の法理論 』、エイデル研究所

なお、教職を志すのであれば、『教育小六法』（出版社は問わない）を購入・携帯すること。

〔前提科目〕

「教育原論」を履修しておくことが望ましい。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

教育に深い関心を持ってもらうため、指定テーマに関するレポート（2 回）を課して評価する。

〔評価の基準及びスケール〕

レポートと授業での発表等を参考にし、下のスケールで総合評価する。

Ａ：１００～８０点

Ｂ： ７９～７０点

D： ６９～６０点

Ｅ： ５９～５０点

Ｆ： ４９～ ０点

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

教職課程の基本科目であることを十分認識した上で授業に臨むことを希望する。また、「教育基本法」を核にして必

要最低限の法律（法規と条文）を覚えることが教育行政の理解の早道となる。

また、必要に応じ事前配布のプリント冊子とは別に資料等を配布するので、教職を強く希望する学生は、教育法規を

中心に毎時の授業の予習と復習をしっかりとやって欲しい。

（ 様式１）
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〔実務経歴〕

該当なし。

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）：オリエンテーション

内 容：講義のねらい・方針と授業の進め方

教育行政（論）への接近（学ぶ意味）、教育と教育政策

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第2 回 テーマ（何を学ぶか）：国家の一般行政と内務行政

内 容：教育行政を成立させている要因

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第3 回 テーマ（何を学ぶか）：近代公教育制度と教育行政（１）

内 容：公教育制度の成立と理念

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第4 回 テーマ（何を学ぶか）：近代公教育制度と教育行政（２）

内 容：教育行政の発達と解釈論

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第5 回 テーマ（何を学ぶか）：わが国の教育制度と教育行政（１）

内 容：「学制」期の教育制度とそれ以前の教育形態

文部省下の教育行政制度

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第6 回 テーマ（何を学ぶか）：わが国の教育制度と教育行政（２）

内 容：現行の学校制度と教育行政、各種審議会

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第7 回 テーマ（何を学ぶか）：わが国の教育行政の特質

内 容：文部科学省と地方教育行政、教育行政に関する法改正の趣旨、地方公共団体の長と議会

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第8 回 テーマ（何を学ぶか）：諸外国の教育制度と教育行政（１）

内 容：欧米主要国（アメリカ、イギリス、ドイツ、フランス）の学校制度と教育行政の概要

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第9 回 テーマ（何を学ぶか）：諸外国の教育制度と教育行政（２）

内 容：アジア諸国の学校制度と教育行政の概要

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第10 回 テーマ（何を学ぶか）：生涯学習行政の役割と今日的課題

内 容：社会教育と社会教育行政

生涯学習振興法と生涯学習行政

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第11 回 テーマ（何を学ぶか）：学校運営の法的根拠

内 容：職員会議、校長と教諭、主任制度、学校評議員制度

教育課程（カリキュラム）編成の主体、学習指導要録

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）
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第12 回 テーマ（何を学ぶか）：教科用図書（教科書）と検定制度

内 容：教科書検定制度の経緯と補助教材、教科書採択権

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第13 回 テーマ（何を学ぶか）：教育費と教育財政

内 容：教育費について

教育予算の成立過程

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第14 回 テーマ（何を学ぶか）：教育行政（＝制度）の理論における教育権論争問題

内 容： 教育する権利（機能・権限）の意味（教義）

教育行政の責任（論）と住民自治

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

第15 回 テーマ（何を学ぶか）：教育行政の整理

内 容： 教育基本法の要点、法改正後の教育委員会（制度）

教科書・指定図書 （教員作成のプリントほか）

試 験 実施しない。評価レポートを課す（2 回）。
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〔科目名〕

特別活動指導法

〔単位数〕

1 単位

〔科目区分〕

教職課程（必修科目）

〔担当者〕

渡部 靖之

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

講義・演習

〔科目の概要〕

前半では、特別活動の内容とねらい、教育課程における位置づけと他教科との関連性について講義する。

後半は、各場面における具体的な指導項目について、実践上の課題と評価方法について演習形式で学ぶ。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

学習指導要領では、教科外に位置づけられる特別活動は、我が国の学校教育において、各教科の学習と同等に重

要な活動である。特に、社会人として求められる「生きる力」を、特別活動によって直接育むことができるという意味で

は、各教科以上の意味があるとも言える。

1 年次に履修済みの「教職概論」や「教育心理学」、2 年次の「教育行政論」、また今後履修する「教育方法論」、「進路

指導の理論と方法」等、他の教職科目との関連性も踏まえつつ、特別活動の持つ意義について学ぶことは、これから

の「VUCA」の時代の教員として不可欠である。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

中学校及び高等学校学習指導要領が示す特別活動の目標を達成するために必要な実践的指導力を身につける。

具体的には、次の3点を掲げる。

１ 特別活動の目的と歴史の理解を通じて特別活動の意義を知る。

２ 特別活動の内容(学級活動、生徒会活動、クラブ活動、学校行事)について、具体例や実習を通して、実践的指導法

と評価手法を身につける。

３ 集団活動及び自己肯定感の醸成における特別活動の重要性について理解する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

学生の授業評価を踏まえて、改善すべきところは改善する。

〔教科書〕

なし

〔指定図書〕

なし

〔参考書〕

高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

その他必要に応じて提示する。

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

１ 毎時間、「ふりかえりレポート」を含む講義テキストを提出。

２ 最終授業で全体の理解度を図る「ふりかえりテスト」を行う。

（ 様式１）
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〔評価の基準及びスケール〕

Ａ: 80 点以上 Ｂ: 70～79 点 Ｃ：60～69 点 Ｄ: 50～59 点 Ｆ： 50 点未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

オリジナルの講義テキスト（簡易なレポート含む）を利用し、効率よく学習が進められるようにする。講義テキストには

コメントを記して返却することで、講義内容のふりかえりを促す。

講義は講義テキストに沿って進め、パワーポイントで適宜資料等を提示する。講義をしっかり聞き、講義テキストをき

ちんと提出することが基本である。

7 回の授業中、3 回の欠席で単位認定資格を失う。（遅刻・中抜け・早退は合計3 回につき1 回の欠席とみなす）

〔実務経歴〕

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： ─ ─オリエンテーション 学校とは何か

内 容： 特別活動について学ぶ前提として、「学校」の意義と役割について考える。

・社会における学校の意味

・人間の生涯における学校の意味

教科書・指定図書

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： 特別活動の内容と目標、意義

内 容： ① 小学校、中学校、高等学校の教育課程における特別活動の内容と目標

② 特別活動の意義

③ 特別活動の歴史

教科書・指定図書 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： 特別活動と教育課程

内 容： ① 各教科との関係

② 総合的な学習の時間との関係

③ 道徳教育との関係

教科書・指定図書 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： 特別活動の具体的指導法と評価

内 容： ① 学級活動／ホームルーム活動

② 生徒会活動

③ クラブ活動

④ 学校行事

教科書・指定図書 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： 特別活動と生徒指導

内 容： 学習指導要領に掲げる生徒指導の指導原理に基づき、特別活動の諸場面における指導につい

て講義し、演習を通して実践力を身に付ける。

教科書・指定図書 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： 特別活動と進路指導・キャリア教育

内 容： 学習指導要領に掲げる進路指導・キャリア教育の指導原理に基づき、特別活動の諸場面におけ

る指導について講義し、演習を通して実践力を身に付ける。

教科書・指定図書 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

第7 回 テーマ（何を学ぶか）： 特別活動と社会奉仕体験活動・ボランティア活動

内 容： 社会奉仕体験活動の学校教育における位置づけとボランティア活動の社会的意義及び特別活

動の諸場面における指導について講義し、演習を通して実践力を身に付ける。

※全体のふりかえりテストを行う。

教科書・指定図書 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」

試 験
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〔科目名〕

憲法概論

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

小林 直樹

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

「憲法」という言葉を見聞きすると、政治家や政治に関心のある人の主義・主張を連想する人は少なくありません。しか

し、実際には憲法は私たちとって非常に身近なものといえます。つまり、私たちの生き方や国のあり方を左右し、現在

および将来の人々の基本的人権、例えば、プライバシー権、性差別等を禁ずる平等権、思想・良心の自由や表現の自

由等の自由権、生存権や教育を受ける権利等の社会権、主権者としての参政権の保障にかかわる法とも言えます。そ

のため、私たちは―― ――専門家にならないにしても 自分らの権利や自由を確実なものとするために、教養としての

憲法の知識を身につける必要があります。

そこで、本講義は、憲法が定める” ” ” ”基本的人権は何か？ 、それらを支える 基本原理とは何か？ を考え、併せて、

人権を保障するための手段としての統治機構、すなわち国会(立法)・内閣(行政)・裁判所(司法)といった各機関の概念

のほか、各機関の相互の関係(抑制と均衡)、地方自治について学びます。また、憲法の抽象的な説明にとどめず、新

聞記事やニュースで取り上げられた時事問題などの具体的事例をとりあげ、憲法が受講生にとって身近な法であると

感じられるよう、展開しようと考えています。

本講義では、中学・高校の公民や現代社会などで学んだ知識を基盤としつつ、日本国憲法およびそれに関連する法

（法律や条例、国際法）について、具体的な時事問題を通じて憲法の「考え方」を身につけることを目的とします。

なお、進捗状況によっては、授業スケジュールおよびその内容について若干の変更もありえます。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本講義の目標は、まずもって教養としての憲法の「考え方」を修得することです。しかし、憲法は、時代や国・地域に

よって異なり、その「考え方」も異なります。また、社会現象（自然環境の維持や動物の福祉、人の生命や人生設計等の

ライフスタイルのあり方、生命倫理、情報化社会における個人情報保護、AI の進化、企業と人権問題、難民問題等）か

ら影響を受けてダイナミックに変化もします。受講生各自が多様化する現代社会を意識し、興味関心のある分野（自然

科学・人文科学）を学ぶことで、憲法の「考え方」のバリエーションを増やしてほしいと思います。それにより、憲法の「考

え方」をいっそう深化させ、複眼的見方を得て、憲法の「考え方」を実践できるようになると考えます。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

まず憲法の「考え方」を理解するために、憲法に関する基本的な用語を理解することを中間目標として設定していま

す。以下の点を最終目標として修得してほしいと思います。

(1) 憲法の基本的な用語を理解し、説明できるようになる。

(2) 憲法の「考え方」（学説や裁判例）を理解する。

(3) 憲法の「考え方」を理解したうえで、その内容を説明できるようになる。

(4) （1）～（3）をもとに、社会における憲法にかかわる問題について自分の考えを説明できるようになる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

とくに指定しません。

必要に応じて、参考となる書籍を紹介します。

〔指定図書〕

芦部信喜『憲法〔第８版〕』（岩波書店、２０２３）、小林直三ほか『判例で学ぶ憲法』（法律文化社、２０２２）

〔参考書〕

渡辺康行ほか『憲法Ⅰ〔第２版〕基本権』（日本評論社、２０２３）、同『憲法 II 総論・統治』（日本評論社、２０２０）、長谷部恭

男『憲法〔第 8 版〕』（新世社、２０２２）、松井茂記『日本国憲法〔第 4 版〕』（有斐閣、２０２２）、辻村みよ子『憲法〔第７版〕』（日

本評論社、２０２１）、加藤一彦ほか『フォーカス憲法 事例から学ぶ憲法基盤』（北樹出版、２０２０）など。

〔前提科目〕

（ 様式１）














































